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Ⅰ　はじめに
　筆者は2006年から新潟県看護協会の認定看護管
理者教育セカンドレベルの文献検索の講師を担当
し、以後、認定看護管理者教育ファーストレベル、
新潟県看護職員臨地実習指導者養成講習会、新潟県
看護教員養成講習会、緩和ケア認定看護師教育課程
と文献検索の講義をする機会が年々増えてきてい
る。
　これは看護分野においても文献検索の重要性が認
識されているためだと考える。しかし、足立による
と「今日の臨床看護研究の弱点として、以前からい
われている文献検索が不十分であることがいまだに
問われている」、「既存の研究の検討がなされていな
いために必要性が希薄であったり、積み重ねとして
の研究になっていない」と述べられている1）。さら
に、看護研究の論文数は着実に増えているが、研究
結果のエビデンスとしての有用性が低く、その背景
の一つとして文献検索が不十分であることをあげ
て、「研究課題に関する先行研究の検討が十分され
ていないため、先行研究の課題や問題を把握でき
ず、同じ問題の繰り返しやオリジナリティが不明確
になっている」と述べている2）。
　2009年に認定看護管理者教育セカンドレベル、
ファーストレベル等の受講者191人を対象に文献検
索に関するアンケートを実施した結果では、「看護
師のスキルとして文献検索のスキルは必要だと思い
ますか」という質問に、「とても思う」という回答
が82％であったのに対して、「日常業務の中で文献
検索を行なっていますか」という質問に対して「行
なっている」と回答した人は27％であった。日常
業務の中で文献検索を行なっていない人の理由とし
ては「業務で時間がない」34％に次いで「文献検索
の方法が分からない」26％「苦手意識がある」26％
が多く、文献検索を難しいと感じている人や自己流
でやっているために思うように文献が探せない人が
多くいるのではないかと思われる。
　また、「講義を受けて自ら進んで文献検索をしよ
うという気持ちになりましたか」という質問に対し
ては「とても思う」64％「やや思う」35％という回
答が得られた。文献検索の指導を受けることによっ
て文献検索を前向きに捉えて自ら進める気持ちに
なってもらえるのではないかと考える。
Ⅱ　文献検索講義のプログラムの概要
　筆者が担当している文献検索の講義のプログラム
は「日常的に文献検索ができるようになること」を
目標として表1の内容で実施している。
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要　　旨
　EBM「根拠に基づく医療」の提唱により看護の領域でもEBN「根拠に基づく看護」の重要性が
認識されることによって、看護師も臨床の現場で文献を活用する能力が求められるようになり、文
献検索は看護師にとって必須のスキルとなっている。
　しかし、認定看護管理者教育等の受講者を対象としたアンケートでは、看護師として文献検索の
スキルは必要だと思う人が多くいる一方で日常的に文献検索を行っている人は少なく、文献検索を
難しいと感じている人や自己流でやっているために思うように文献が探せない人が多くいるのでは
ないかと思われる。
　このことを踏まえて、2006年から新潟県看護協会で担当している認定看護管理者教育等の文献
検索の講義では、文献検索に対する苦手意識をなくし、日常的に文献検索ができるようになること
を目標にして実施している。この文献検索の講義を例に、文献検索の方法を再確認するとともに、
その方法について理解し身につけてもらうためのポイントについて紹介する。
キーワード：　文献検索、看護職、利用者教育
講 演
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表1　文献検索の講義のプログラム概要
タイトル コツを覚えてカンタンにできる！
楽しく学ぶ文献検索
目標 日常的に文献検索ができるようになる
実施時間 3時間～ 4時間程度
内容 方法 時間
1 文献検索とキーワード 講義 60分
2 最新看護索引Webの検索方法
実習 60分～ 90分
3 医中誌Webの検索方法
4 図書館OPACでの蔵書検索
5 文献の管理
6 演習問題 演習 60分～ 90分
　1の「文献検索とキーワード」では文献検索の基
礎知識について講義形式で説明する。
　2 ～ 5の内容については、受講者と一緒にPCを
操作しながら進める実習形式の授業で、日本看護
協会会員であれば無料で利用できる「最新看護索
引Web」の検索方法を基本として、全文を入手する
ための図書館OPAC（オンライン蔵書目録、Online 
Public Access Catalog の略称）の蔵書検索や文献管
理の方法について説明している。「医中誌Web」の
検索方法については、講義の時間が3時間の場合に
は演習の時間の解答例の説明の際に「最新看護索引
Web」との違いとして説明することもある。
　6は講義と実習で学んだことを基に、実際に自分
で文献検索をする演習形式の授業で、設定された疑
問ついて設問を解きながら文献検索を実践する内容
になっている。
　受講後に実施しているアンケート等から文献検索
に対して苦手意識や難しいという先入観があること
が分かっているため、タイトルに「カンタン」や「楽
しく」という言葉を使ったり、資料にイラストを使
うことで文献検索に対するイメージを和らげ、講義
に対する敷居が低くなるように配慮している。
Ⅲ　文献検索の基礎知識
　近年、インターネットで公開される雑誌や論文が
増えてきて、Google等の検索エンジンを使って検
索をすると、検索結果に文献の情報が表示され、中
には全文まで閲覧できるものもある。
　このように手軽に文献検索らしきものができてし
まう環境の中で、文献検索の意義と方法について説
明することは増々重要になっていると思う。また、
文献検索ツールの中心となるデータベースの検索の
際に使用するキーワードについても、インターネッ
トの検索が一般的になっている現代では欠かせない
内容であり、受講者のニーズが高い実習・演習の時
間を割いても文献検索の基礎を説明する講義の時間
は必要である。
１　看護文献と文献検索
　文献検索の導入として、看護師として文献を探し
て最新の知見を臨床の現場で活用する能力が求めら
れていること、文献には一次資料と一次資料を探す
ための二次資料があること、エビデンスに有効な最
新の知見は主に学術雑誌に掲載され、その中でも原
著論文が重要であることなど、文献検索を理解する
上でベースとなる知識について最初に説明してい
る。
　文献については、インターネットで公開されるこ
とが増えているが、信頼性を確かめて使うことが求
められる。また、世界の看護文献としては英語の文
献が9割を占めていて、日本の看護文献はエビデン
スの有用性が高い文献は少ないため、文献を臨床の
現場でエビデンスとして活用するためには英語の文
献まで調べる必要があることにも触れておく必要が
ある。
２　文献検索の意義と方法
　文献検索の意義としては、日常の疑問を解決した
り、ケアの根拠を探すためだけでなく、看護研究を
進めるうえで欠かすことができない重要なプロセス
で、文献検索を広く十分に行い先行研究を調べるこ
とで、同じ研究を繰り返すといった無駄な研究を進
めてしまうことを防ぐことができる。また、研究の
動向やその分野の知識を深めたり、研究のアイデア
を得ることができる。
　文献検索の方法としては、「ブラウジング」（新着
雑誌など書架に配架されている資料から探す）「チェ
イニング」（文献の参考文献、引用文献をたどって
探す）「二次資料を使う」（目録や索引誌、データベー
スといった二次資料を使って探す）の三つの方法を
取り上げている。先行研究を系統的に十分に調べる
ためには、効率性・網羅性の高い二次資料を使う必
要があり、特に二次資料の中でも「医中誌Web」等
のデータベースを使うことによって効率性・網羅性
は高くなるだけでなく、現在では最新の文献はデー
タベースを使わないと探すことができない。
３　データベースの検索とキーワード
　1）データベースの種類について
　看護文献の文献検索で使用するデータベースに
ついては、日本の文献は「医中誌Web」「最新看護
索引Web」「JDreamIII」といった有料の医学系の
文献検索データベースを使って調べる必要がある。
無料で文献を検索できるものもあるが、「Google 
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Scholar」についてはインターネット上で検索でき
ない文献は収録対象外であり、「国立国会図書館サー
チ」「CiNii Articles」については医学系論文に弱い
ため、幅広い分野を調べるには有効であるが、医学
系の文献検索としては導入や補助的に使うべきであ
る。また、「Medical Online」「Medical Finder」等の
電子ジャーナルを提供するサービスでも検索までは
無料でできるが、電子ジャーナルとして提供されて
いるものしか検索できないため、文献検索のツール
として使用するには不十分である。
　また、「医中誌Web」等の有料の医学系文献デー
タベースも万能ではなく、古い論文の検索には弱点
があり、「医中誌Web」でも1977年より古い論文は
調べることができないので、冊子体で調べる必要が
ある。「国立国会図書館デジタル化資料」では「医
学中央雑誌」創刊号（1903年）～ 413巻（1983年）
の電子版が公開されている。
　2）検索から論文入手までの手順
　データベースに掲載されているのは原則として書
誌情報までとなるため、検索した論文については全
文を入手する必要がある。全文を入手するためには、
先ずは所属の病院図書室を探し、所蔵がなければ利
用できる大学図書館を探す。それでもない場合は、
日本看護図書館協会図書館や国立国会図書館からイ
ンターネットで複写を取り寄せることもできるが、
複写料金も割高なうえに送料がかかるため、病院図
書室や大学図書館を活用することで、文献検索の経
費を抑えることができる。図書館の複写については
著作権法に基づいて提供されていることにも触れて
おく必要がある。
　3）データベースの検索とキーワード
　Google等のサーチエンジンでは、検索キーワー
ドが文章でも単語でもその結果が適切かどうかは別
として検索結果は表示される。検索においてキー
ワードの選択が検索結果を左右するのは当然のこと
であるが、データベースにおいては、「キーワード
は文章ではなく助詞を除いた単語をキーワードと
し、論理演算子（AND・OR・NOT）で掛け合わせて
検索する」というルールがあり、キーワードの選択
とその掛け合わせ方次第で検索結果が全く違ってく
るため、検索におけるキーワードの重要性が非常に
高くなる。
　また、キーワードを考えるにあたっては、1997
年にSakettらが考案した「PICO」という疑問を定式
化し明確にするプロセスを経ることによって、より
疑問の内容に適したキーワードを考えることができ
る。PICOは、Population［母集団］、Intervention［介
入］、Comparison intervention［対照とする介入方法］、
Outcome［成果・結果］の４つの項目に疑問を分け
て対象や介入、成果の内容をより具体的にして疑問
を明確にする方法で、その項目ごとに単語リストを
作成していく。その際、同義語、同意語、類義語も
含めてリストアップするのがポイントである。キー
ワードを考える時は、思いついた言葉を書きだすこ
とが大事であり、検索の際にも使ったキーワードを
記録しておくと、キーワードを組みわせる時の参考
になり、後で検索を再現することができる。
　検索の精度という点ではデータベースの索引語と
して使用されている「シソーラス」についても説明
しておく必要があるだろう。シソーラスとは、文献
によって異なる用語で表現されている事柄や概念を
一つの用語にまとめた統制語のことで、データベー
スの製作者は書誌レコードを作成する際、文献の内
容を分析し主題によってシソーラス用語を書誌レ
コードに付与している。これによって、データベー
スを検索する側は、シソーラスを使って検索するこ
とで、検索漏れやノイズをなくし、適切な検索結果
を得ることができる。シソーラスはある主題につい
て系統的に文献を探すときには有効であるが、急速
に展開している分野や研究が未成熟な分野、主題を
特定することが困難な分野については、フリーキー
ワードで検索した方が有効であり、シソーラス検索
にも限界がある。また、シソーラスの説明にあたっ
ては、シソーラス用語の探し方やシソーラスが上位
語と下位語のような階層構造になっていることも説
明しておく必要がある。
　キーワードによる検索では、最初から多くのキー
ワードを使って掛け合わせてしまうと、検索結果が
少なくなったり、0件になってしまうことも多々あ
るため、先ずは「少ないキーワードで検索して絞り
込む」のが原則である。
　最後に検索結果の多少による対応の仕方について
説明して講義の部分は終了としている。
①検索結果が多くなってしまった場合
　・キーワードを具体的にしてみる
　　｢虐待」→「児童虐待」
　・検索項目を限定する
　　｢フリーキーワード」→「シソーラス」
　・シソーラス用語の下位語を使う
　・論文の種類や発表年を限定する
②文献数が少なくなってしまった場合
　・キーワードを分解してみる
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　　｢在宅ターミナル｣→｢在宅｣｢ターミナル」
　・他に言い換える用語がないか探す
　　｢末期医療」→「ターミナルケア」
　・シソーラス用語の上位語を使う
　・ 検索式の見直しやキーワードの入力にミス　　
がないかチェックする
Ⅳ　文献検索実習
１　最新看護索引Web
　最新看護索引Webには、「簡易検索」と「条件検
索」の2種類の検索方法があるが、「簡易検索」は
直接検索式を入力するような使い方をしなければ、
基本的にはフリーキーワードで初心者でも検索する
ことができるため、実習では「条件検索」の「件名」
（最新看護索引Webにおけるシソーラス）を使って
検索する方法を紹介している。
　1）検索の手順と注意点
　①件名を選択してキーワードにして検索する
・ 「参照」からフリーキーワードに該当する件名
を検索して探し、キーワードにする手順となる
（図1）。
図1 条件検索で「参照」から件名を探す
図1　条件検索で「参照」から件名を探す
・ 件名の検索結果が100件以上になった場合には
表示されないので、デフォルトで「を含む」に
なっている項目を「で始まる」「と一致する」
に変更してみる（図2 A）。
・ 平仮名や片仮名と漢字が入り混じる言葉は平仮
名で検索してみる（図2 B）。
・ 件名の検索結果が表示されたら付与されている
文献の件数も確認して件名を選択する（図2 C）。
B A
C
図2 件名の検索と選択
図2　件名の検索と選択
　②検索結果を絞り込む
・ 条件検索画面から、更に件名を追加したり、「年
月」「分類」「記事」といった項目を指定して絞
り込むこともできる（図3）。
図3 項目で絞り込む
図3　項目で絞り込む
③検索結果を確認する
・ 検索結果については、「標題」「著者」等の各項
目について説明する。
・ 全文を入手する際に必要な「雑誌名」「巻（号）」
といった掲載雑誌の情報も重要であり、ISSN
については項目名が表示されていないので補足
する。
・ 実際にデータ上で付与されている「件名」につ
いても確認しておく。
・ 各データには「日本看護学会論文集」はもちろ
ん、電子ジャーナルが公開されている場合には
リンクボタンが表示され、クリックすると文献
の全文が閲覧でき、ダウンロードしてPCに保
存することも可能である。ただし有料のものに
ついては契約していないと閲覧することはでき
ない（図4 ）。
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図4 検索結果と全文へのリンク
図4　検索結果と全文へのリンク
④検索結果を保存する
・ 検索結果の中で必要な文献のデータについて
は、一旦文献フォルダに保存しておいて、別の
キーワードで新たに検索を進めることができる
（図5）。
・ 文献フォルダにたまったデータはダウンロード
ができないので、コピーペースト等で保存して
文献管理に使用する。
・ 日本看護協会の会員は文献フォルダから日本看
護協会図書館に文献複写依頼をすることができ
る。
図5 文献フォルダ
図5　文献フォルダ
⑤日本看護学会論文集の全文の閲覧
・ 日本看護学会論文集は42回（2012年）以降は電
子版として最新看護索引Webの中だけで全文
を閲覧することができる。検索結果に全文への
リンクボタンが表示されればそこから全文を閲
覧することができるが、「条件検索」から「雑
誌名」「巻（号）」「年月」を指定して閲覧するこ
とも可能（図6）。
図6 日本看護学会論文集で全文が閲覧できるものを探す
図6　日本看護学会論文集で全文が閲覧できるものを探す
２　医中誌Web
　医中誌Webの検索はフリーキーワードによる検
索が基本で、自動マッピング機能によって、入力し
たキーワードに応じたシソーラスを自動で探して
キーワードに追加し（キーワード後に／ THと表示
される）、検索漏れがないようにしているのが特徴
である（図7）。
図7 検索画面と自動マッピングによるシソーラスの追加
図7　検索画面と自動マッピングによるシソーラスの追加
　1）検索の手順と注意点
①履歴検索の方法
・ 医中誌Webには履歴検索機能があるため、検索
窓に「意識障害　口腔ケア」のように二つのキー
ワードを入力して検索するよりも、キーワード
ごとに検索結果を出しておいて、履歴検索で掛
け合わせた方が、検索結果に応じてキーワード
を変えて、様々なバリエーションの検索を簡単
に試みることができる（図8）。
図8 履歴検索
図8　履歴検索
②検索結果を絞り込む
・ 履歴検索でキーワードを追加して絞り込むこと
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もできるが、「論文種類」「分類」「収載誌発行年」
「チェックタグ」「副標目」といった項目を指定
して絞り込むこともできる（図9）。図9 項目で絞り込む
図9　項目で絞り込む
③検索結果を確認する
・ 医中誌Webの検索結果はデフォルトでは「タ
イトル表示」になっていて一部の情報しか表示
されていないが、表示内容の変更を「詳細表示」
に変更することでAbstract（抄録）を含めた全
ての情報が表示される（図10 A）。
・ 検索結果については、論文のタイトルや著者名
等の各項目について説明するが、最新看護索引
Webとは項目の名称等が異なるので注意する必
要がある。電子ジャーナルへのリンクボタンも
最新看護索引Webと同様に表示される。また、
SNSへの論文シェア機能も搭載された（図10 B）。
A
B
図10 検索結果と全文へのリンク
図10　検索結果と全文へのリンク
・ 医中誌Webのデータには「完成データ」「Pre医
中誌」「OLD医中誌」の3種類がある。「Pre医
中誌」は早くデータを公開するためにシソーラ
ス等の索引となるデータがまだ付与されていな
い（図11）。「OLD医中誌」は1983年以前の「医
学中央雑誌」（冊子）をデータ化したもので、
やはりシソーラス等の索引となるデータは付与
されていない（図12）。国立国会図書館デジタ
ルコレクションで公開されている『医学中央雑
誌』とリンクされていて、そちらで抄録を確認
することができる（図13）。
図11 Pre医中誌
図12 OLD医中誌
図11　Pre医中誌
図11 Pre医中誌
図12 OLD医中誌
図12　OLD医中誌
図13 国立国会図書館デジタルコレクション
図13　国立国会図書館デジタルコレクション
④検索結果を保存する
・ 検索結果の中で必要な文献のデータについて
は「クリップボード」機能で、最新看護索引
Webと同様に保存しておくことができる。医
中誌Webの場合は保存したデータをPCにダ
ウンロードすることができ、またRefWorksや
Mendeley等の文献管理サービスに直接データ
を取込む「ダイレクトエクスポート」機能もあ
る（図14）。
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図14 クリップボード
図14　クリップボード
⑤My医中誌
・ 個人のアカウントを作成し、ログインして利用
することによって、医中誌Webを自分仕様に
カスタマイズすることができる機能である。
・ 検索画面の色など見た目の変更だけではなく、
事前に検索条件を設定して検索結果を出し分け
るフィルター機能、良く使う検索式を保存して
おいて、その結果をデータ更新時に自動でメー
ル受信できる機能等があり、My医中誌を使う
ことでより効率的に検索を進めることができ
る。
３　図書館OPACでの蔵書検索
　データベースで検索した文献は、全文が電子
ジャーナルで閲覧できるものはまだ少ないため、多
くの場合は病院図書室や大学図書館等を利用して全
文を入手する必要がある。
　病院図書室に所蔵がない場合は大学図書館の所蔵
を調べることになるが、その際に利用できるのが
OPACで、ほとんどの大学図書館がホームページ等
で公開し誰でも所蔵資料を検索できるようになって
いる。
　検索はキーワードで検索することになるが、論文
が掲載されている雑誌を探すので、キーワードは、
論文のタイトルではなく掲載雑誌のタイトルにな
る（図15）。検索をして雑誌がヒットしたとしても、
掲載されている巻号が所蔵されているとは限らない
ので、掲載雑誌の巻号まで確認する必要がある（図
16）。図15 新潟青陵大学図書館OPAC検索画面
図16 OPAC所蔵巻号表示図15　新潟青陵大学図書館OPAC検索画面
図15 新潟青陵大学図書館OPAC検索画面
図16 OPAC所蔵巻号表示
図16　OPAC所蔵巻号表示
４　文献の管理
　文献検索によって集めた文献は、文献のクリ
ティークや文献検討を進めるにあたって整理し管理
しておく必要がある。また、実際に論文を執筆する
にあたっては引用文献、参考文献として書誌情報を
正確に記載することが求められる。
　文献の管理については、文献ごとにカードに記載
する方法やExcelやWordといったPCソフトを使う
方法もあるが、文献を管理するためのソフトやサー
ビスがあり、RefWorksやEndNoteなど有料のものが
多いなかで、Mendeleyは無料で提供されている（図
17）。
図17 MedeleyWeb版
図17　MedeleyWeb版
　Mendeleyは学術論文の管理とオンラインでの
情報共有を目的とした無料の文献管理ツールで、
Mendeleyの サ イ ト（https://www.mendeley.com/） か
らアカウントを作成することで誰でも利用すること
ができる。Web版で医中誌Web等から文献の情報を
直接取り込み、デスクトップ版と同期させて管理す
る。またWordのプラグインを使用することで、論
文を執筆する際にMendeleyから本文中に引用・参
考文献を挿入できる。また、7000以上の引用スタ
イルが登録されていて、本文中の引用記号から最後
に引用・参考文献リストを簡単に作成することがで
きる。このような文献管理サービスを活用すること
で、効率的に研究を進めることができる。
Ⅴ　文献検索演習
　文献検索演習では、提示した疑問について4つの
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設問に解答しながら文献検索を実践できる内容にし
ている。実際の進め方としては、少しでも興味のあ
る疑問で演習が進められるように、4つの疑問を提
示して、その中から2つを選択して解答してもらう
ようにしている（図18）。
　演習を進めるにあたって注意することは、検索結
果が少ないのに絞り込みをしてしまうなど、どうし
ても実習でやった操作のとおりにしてしまうので、
練習なので実習を基本として色々な検索方法を試す
ように指導している。また、躓き易い点については
途中でヒントを出すようにして、最後まで設問を解
いてもらうことを重視している。
　最後に解答例を配布して、各疑問の検索のポイン
トについて説明している。その際には検索に正解は
ないので、解答例ということで説明している。
図18 演習問題
図18　演習問題
Ⅵ　おわりに
　看護師を対象とした文献検索の講義を担当して
10年になるが、受講後に実施しているアンケート
では、自由記述欄に「これまで文献検索を自己流で
やっていた」「文献検索について初めて学びました」
という記述が毎回散見される。
　本学でも図書館における学術情報リテラシー教育
の一環として、卒業研究の前の3年次に文献検索の
講義を行い、医中誌Web等の雑誌論文データベー
スの検索方法について指導している。特に看護学科
の学生は、2017年の卒業時に実施した図書館の利
用に関するアンケートの中で「卒業研究で最も多く
利用した文献の種類」について、図書37％、雑誌
38％、電子ジャーナル19％、インターネット上の
情報6％と雑誌や電子ジャーナルが卒業研究で使用
する文献の半数を占めていた。また、図書館に所蔵
していない文献の取り寄せを依頼する件数も多く、
医中誌Web等のデータベースを使って文献検索を
して卒業研究を進めている様子が伺える。
　しかし、それはあくまで学部の卒業研究レベルで
あり、実際に看護師になって臨床の現場で文献を調
べたり、看護研究で文献検索を十分に行うことがで
きるようになるためには、日常的に文献検索をした
り、研修会に参加してスキルアップしていく必要が
あるだろう。そのためには、図書館司書による文献
検索の指導やアドバイスが必要であり、病院図書室
はその最前線にあって、最も身近に相談できる場所
であり、その役割は増々重要になってくると思われ
る。
　文献検索のコツは「習うより慣れろ」で、基本的
な検索方法が分かったら、実際に検索をして経験か
ら身につけていく部分が大きいように思うため、日
常的に文献検索ができるように指導しサポートして
いく必要があるだろう。
　（本稿は、第55回新潟県病院図書室協会30周年記
念研修会の発表に加筆したものである）
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